
青空と緑と産業のまち昭和町
(町の人口)

1995 
男 7，129人(-6) 

女 6，675人(+7) 

計 13，804人(+1 ) 

世帯数 4，944戸 (+12) 

竺史服。()内は前月比|

IUTの烏=ひばり

IIITの花=れんげ

IUTの木=乙火椿

フ教室よら

限りある資源…

35通安全教室開催

老人生きがいパスより

お 国民健康保険・国民年金

も 前納報償金改正について

な 学校カウンセラー設置

内 児童館まつりについて

容 みんなの広場
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六
年
度
稼
動
実
績

Aa

-
:
:
三
、
六

O
九
比

二
号
機
(
山
伏
川
):

八
、
四
七
九
同

合
計

一
二
、
O
八
八
同
収
集
し
ま
し

た
。
主
な
ご
み
は
、
発
泡
ト
レ

l
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
雑
草
、
植
木
の
努
定
し

た
枝
、
生
ご
み
等
で
し
た
。

ま
た
、
平
成
七
年
度
は
、
清
水
新
居

地
内
の
小
松
田
川
に
三
号
機
を
設
置
し

四
、
五
月
の
二
ヶ
月
間
に
三
機
で
、

三
、

一
九
八
同
収
集
し
ま
し
た
。
川
へ

の
投

げ
拾
て
を
な
く
し
、
指
定
さ
れ
た
日
時
、

指
定
さ
れ
た
袋
(
荷
札
)
、
指
定
さ
れ

た
場
所
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
号
機
(
東

五
月
三
十
日
の

「
ご
み

O
の
日
」
を

ン

基
準
日
と
し
て
、

空
き
缶
等

一
斉
収
集

一
を
実
施
し
ま
し
た
。
回
収
し
た
結
果
は

列
次
の
と
お
り
で
す
。

は
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取

空
き
缶

二
二
、
七
六
三
個

…
J

空

き

瓶

六

、

一
O
六
本

必

そ

の

他

六

九

O
同

'
z
v
 

てれ
占

C置設田示
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n
・

企

資平
空源成

回き同穴

収缶要肢を
実坐じボ反

績喜:、ご
瓶え

新

間

紙

六

四

、

六

二
八
い
匂吋

雑

紙

一
四

O
、
三

O
二
い匂時

ダ
ン
ボ
|
ル

一=三ニ
=三ニ
、

布

類

九

、

O
三
O
い同時

ア

ル

ミ

缶

五

二
、
二

二

い同時

ス
チ
l
ル
缶

七
八
、

O
一
五
い
匂時

空

き

瓶

一

九

、

一
二
O
匂

以
上
の
よ
、
う
つ
に
回
収
し
ま
し
た
。

ま
た
、

一
八
当
り
の
排
出
量
を
平
成

五
年
度
と
比
較
す
る
と
次
の
表
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

単位 (g)

忌¥ごfH6 H5 

新聞紙 4，792 4，670 

雑 高氏 10，403 7，340 

ダンボール 2，462 1，757 

布 類 669 567 

アル ミ 缶 3，864 2，193 

スチール缶 5.784 2，135 

二7乙b き 瓶 1，417 784 
ρ口、 計 29，391 19，446 

一
人
当
り
の
総
排
出
量
は
、
平
成
五

年
度
よ
り
約

一
同
(
ア
ル
ミ
缶
に
換
算

し
ま
す
と
五

O
缶
)
増
加
し
ま
し
た
。

限
り
あ
る
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

広報しようわ平成7.8.1②

カ
ー
ド
式
空
き
缶
回
収
機
の

回
収
に
御
協
力
あ
り
、
か
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

機
械
の
回
収
量
、ガ
二
百
五
十

個
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

利
用
者
、
ガ
多
い
為
、
量
を
多

<
入
れ
る
方
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
二
時
よ
り

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

0

・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
合
七
三
|
五
O
三
四
)

犬を「骨U 環境衛生 犬

な犬がし七 が
つな放千 ぃ
ないし 一 課ななく

たつ行方まぎで飼 二 へ

、い 御連絡だく
;し手しに県 Z つ

らグ不明
り ー 役場ずまコ さ
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〈
押
原
中
〉

八
月
二
十
日
(
日
)

押
原
中
学
校
で
は
、
毎
年
生
徒
会
活
動
の

一
環
と
し
て
、
有
価
物
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
得
た
収
益
金
は
生
徒
会
活
動
の
運
営
資
金
、
学
園
祭
の

補
助
金
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
生
徒
が
各
家
庭
に
回
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

古
田

時

八

月

二

十

日

(日
)

午
前
八
時
開
始

(
小
雨
決
行
)

(雨
天
の
場
合
は
二
十
七
日
制
に
順
延
)

古
集
め
る
も
の

紙

類

新

聞

紙

ダ

ン

ボ

ー
ル

雑

誌

ぼ

ろ

布

ビ

ン

類

ビ

ー
ル
ビ
ン
酒
ビ
ン

洋
酒
ビ
ン
清
涼
飲
料
ビ
ン

(
盛
田
油
の
ビ
ン
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
)

※
詳
し
く
は
、
生
徒
が
七
月
に
各
家
庭

に
配
布
し
た
回
収
ビ
ン

一
覧
表

(
B

5
藁
半
紙
)
を
ご
覧
下
さ
い
。

な
お
、
そ
の
他
の
ビ
ン
は
回
収
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

盆おくりの
供物の

特別収集を
行います。

大
回
収
方
法

生
徒
が
回
収
し
て
回
り
ま
す
の

で
、
午
前
八
時
頃
ま
で
に
家
の
前
に

出
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

な
お
、
紙
類
に
関
し
て
は
新
聞
紙

・
広
告
・
雑
誌
な
ど
に
別
け
て
、
ヒ

モ
な
ど
で
縛
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

ビ
ン
類
は
な
る
べ
く
種
類
別
に
分

け
て
お
い
て
下
さ
い
。

合
お
間
合
わ
せ

押
原
中
学
校

(
岱
七
五
|
二

O
四

O
)ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

町では 8月16日(水)午前

8時までに盆の供物の特別

収集を行います。供物の収

集場所は、各区の衛生委員

を通じて回覧いたし ますの

で、 一般のゴミ収集場所に

は出さないでくださし」ま

た、河川美化のため、川に

はj五さないでくださいD

館
い
犬
等
に
よ
る
事
故
発
生
防
止
を
け

最
近
、
全
国
的
に
飼
い
犬
に
よ
り
幼
児
が
被
害
者
と
な
る
痛
ま
し
い
事
故
が
、
連
続
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

犬
は
、
古
代
か
ら
人
聞
の
親
し
い
隣
人
と
し
て
生
活
し
て
い
る
た
め
、
最
も
安
全
な
動
物
の
ひ
と
つ
と
い

う
考
え
で
接
し
て
い
る
頃
向
が
あ
り
ま
す
が
、
動
物
の
習
性
を
充
分
理
解
し
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た、

大
型
犬
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
犬
が
生
ま
れ
た
ら

子
犬
が
生
ま
れ
た
時
は
責
任
を
も
っ
て
飼
え
る
人
が
登
録
を
し
、
子
犬
を
飼
え
な
い
方
は
、
毎
月
町
の
広

報
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
猫
の
収
集
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

犬
は
他
人
や
社
会
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

。

犬

や
猫
が
公
園
・
道
路
・

他
人
の
土
地

・
作
物
な
ど
を
荒
ら
し
た
り
汚
し
た
り
し
な
い
。

O

犬
の

フ
ン
を
始
末
す
る
。

。

犬
や
猫
を
捨
て
な
い
。

。

犬
を
ク
サ
リ
な
ど
に
つ
な
ぎ
、
放
し
飼
い
に
し
な
い
。

。

犬
の
散
歩
を
す
る
時
も
首
輪
に
ク
サ
リ
な
ど
で
し
っ
か
り
つ
な
ぎ
、
放
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

O

登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
。

。

犬
や
猫
の
好
き
な
人
ば
か
り
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
飼
い
主
は
充
分
な
心
配
り
と
正
し
い
し
つ
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

。

正

し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
制
度
、
か
変
わ
り
ま
し
た
。

従
来
、
毎
年
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
犬
の
登
録
が
、

の
登
録
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
犬
が
死
亡
し
た
時
、
犬
の
飼
育
場
所
が
変
わ
っ
た
時
、

他
人
に
犬
を
譲
っ
た
時
、
犬
が
飼
え

な
く
な
っ
た
時
又
は
、
飼
い
主
が
転
居
す
る
場
合
な
ど
に
、
飼
い
主
は
必
ず
市
町
村
に
届
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。変

平
成
七
年
四
月
か
ら
一
犬
に
対
し
、

終
生

一
回

③ 広報しようわ平成7.8.1
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六
月
十
三
日
に
町
の
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人
交
通
指
導
い
た
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、
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J
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が
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楽
し

吋
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立

EKJ時措
眠
贋
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調
副

川

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
教
室
の
み
な
が
ら
参
加
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し
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。
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に

鞠
間
機
騒
繍
轍
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瞬
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圃
園
協
鵬
機
勝
沖
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*

傘
は
開
く
と
き
に
は
人
に
は
向
け
な
子
ど
も
の
事
故
の
原
因
は
、
第

一
哨

付

ミ

ヒ

毘

札

君

子

モ

き

の

幅

て

正

マ

通

し

宵

日

一一1

日
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リ
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幻
U
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h
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刊
行
問
自
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ロ
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に
刊
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符
一
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明
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困
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通

に

。
安

展

各

一

し

努

女

「

l
i
l
-
-
応

ωま
一す』

し
っ
か
り
か
け
る
こ
と
、
車
は
雨
の
た
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
出
カ
け
る
時

貧

国

交

の

行

ミ

て

つ

、

交

村

す

通

を

、

ル

践

に

女

日
引
い
口
一
時
一
日

一日
汗
打
刊
訂
一
日

?
?

町一寸靴山桃川町山

r
Z
2
4
m
ん
H

一一一一市川町一
任中

女

ブ

日

に

故

で

ち

デ

れ

皆

広

い

し

ナ

事

よ

女

l
jイ

f
l

児
の
み
な
さ
ん
も
真
剣
に
見
た
り
、
聞
ず
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

食

会

同

音
鑑
識
課
(
岱
3
5
l
2
1
2
1
内
線
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三
三
三
=
二
三
三
三
ニ
=
三
一
三
三
三
=
=
三
三
三
三
三
三
三
三
=
=
二
三
三
一

女

-R-R-R-R-R-R-R岳問
責
合
同
岳

R-R岳
同
会
円
安
女
合
同
女
合
同
女
合
同
会
円
安
合
同
女
合
同
女
合
同
合
同
会
【
女
合
同
合
同

3
0
1
2
1
4
)
南
甲
府
警
察
署

(
2
4
3

1
0
1
1
0
内
線

2
5
5
)
に
、
「
行
方
不

明
の
人
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
設
す
る

な
ど
家
出
人
の
行
方
に
つ
い
て
全
力
を
あ

げ
て
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

O

家
出
後
連
絡
が
無
く
、
事
故
等
に
遭

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

0
家
出
の
時
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
あ
っ

た
。

O

病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
し
た
。

O
突
然
行
方
不
明
と
な
り
、
何
ら
か
の

犯
罪
ま
た
は
事
故
に
関
係
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

等
の
理
由
で
ご
心
配
の
ご
家
族
、
友
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ

去
」
い

。
全
国
で
発
見
さ
れ
た
身
元
の
判
ら
な
い

ご
遺
体
は
過
去
十
五
年
で
約

一
万

一
千
七

百
体
あ
り
、

「顔
写
真
」、
「
着
衣
」
、

「身
体

特
徴
」
の
資
料
が
集
め
て
あ
り
ま
す
。

家
出
人
届
出
が
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

愛
通
安
全
教
室
開
催
グ

h
p
カ
ツ
パ
の
着
方
と
、
傘
の
さ
し
方
の

練
習
(
常
永
保
育
園
)

く暴力のなL明るい社会をめざし。
昭和町・山梨県警察本部・山梨県暴力追放県民会議・その

他各団体の出席のもと、昭和町暴力団追放運動推進連絡会が

6月22日に行なわれました。会議の中では、「暴力のない安全

で平穏な地域づくり 」を実現するため、また地元暴力団排除

活動として何を実施していくか等意見交換がされました。

|ワンポイント・アドバイス|

もし、暴力団から不当な要求や嫌がらせを受けた場合は、

古まず相手の確認、古要求内容の確認す早期通報、相談

暴力団問題のプロの知恵を活用しよう 。

あなたの相談相手は、

(財)山梨県暴力追放県民会議 ~27-5420 

山梨県警察本部刑事部捜査第二課暴力団対策室

南甲府警察署・刑事第二課企43-0110

|三ない運動を実践しよう11
-暴力団を恐れない・ 暴力団に金をださない ・暴力団を利

用しない 暴力追放 3つの勇気

・被害届を直ぐにだす勇気・要求をきっぱり断る勇気・い

やがらせに負けない勇気

~35-2121 

しょうわ平成7.8.1④広報



町
生
き
が
い
パ
ス
よ
b
g
g
e
3
e

V
善
光
寺
参
り
と
大
町
温
泉
の
旅
V

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象

に
今
年
も

「昭
和
町
生
き
が
い
パ
ス
L

の
旅
が
、

大
型
パ
ス
六
台
、

一
行
二

O

七
名
に
よ
り
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
梅
雨
ど
き
の
う
っ
と
う
し
い

天
候

の
中
、
パ
ス
は
中
央
道
を
北
進
し
て
、

松
本

I
C
か
ら
長
野
県
司
法
博
物
館
へ

。

続
い
て
、

信
州
味
噌
工
場
見
学
で、

独
特
の
三
年
味
噌
の
味
噌
汁
に
舌
つ
づ

み
を
打
ち
、

一
路
パ
ス
に
揺
ら
れ
て
善

光
寺
参
り
へ
と
向
い
ま
し
た
。
途
中
降

っ
て
い
た
雨
も
善
光
寺

へ
着

い
た
ら
止

ん
で
い
て
幸
運
の
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。

線
香
の
煙
り
を
身
に
浴
ぴ
て
、
思
い

hv
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
胸
に
善
行
寺
参

思
い
に
真
剣
な
表
情
で
お
参
り
を
し
て

い
ま
し
た
。

宿
泊
先
は
、
静
か
な
自
然
の
中
の
大

町
温
泉
で
、
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
大

宴
会
が
聞
か
れ
、
泉
町
長
か
ら
八
十
八

歳
以
上
の
高
齢
者
、
五
人
の
方
々
に
認

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、

華
や
か
な
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ

ー
を
皮
切
り
に
、

勇
荘
な
獅
子

舞
い
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
や
ダ
ン

ス
な
ど
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
穂
高
ほ
ガ
ラ
ス

工
芸
館、

諏
訪
大
社
参
拝
、
野
沢
菜
漬
物
工
場
と

回

っ
て、

子
に
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の

土
産
と
と
も
に
全
員
無
事
に
帰
宅
し
ま

『
み
つ
ば
ち
の
家
」

梅
雨
の
晴
れ
の
中
、
昭
和
町
身
体
障

害
者
小
規
模
通
所
授
産
施
設

「
み
つ
ば

ち
の
家
」
の
開
所

一
周
年
記
念
祭
り
が
、

六
月
二
十
五
日

(日
)
施
設
前
庭
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
各
グ

ル
ー
プ
の
パ
ザ

l
庖
が
出
庖
準
備
に
大

わ
ら
わ
で
し
た
。
参
加
者
も
町
内
は
じ

め
近
隣
町
村
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
と
つ
め
か

け
ま
し
た
。

式
典
で
は
主
催
者
で
あ
る
河
田
所
長

の
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
泉
町
長
、
佐
野

議
長
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

み
つ
ば
ち
会
の
美
濃
焼
、
陶
器

コ
ー

ナ
ー
、
遊
休
品

フ
リ

l
マ
ー
ケ

ッ
ト
、

望
月
お
て
い
さ
ん
の
手
工
芸
品
即
売

コ

ー
ナ
ー
、
つ
く
し
会
(深
尾
為
吉
会
長
)

の
焼
そ
ば

コ
ー
ナ
ー
、
社
協
の
か
き
氷

コ
ー
ナ
ー
、
地
元
の
青
果

コ
ー
ナ
ー
、

身
障
者
の
花
鉢

コ
ー
ナ
ー
、
敷
島
町
志

麻
の
里
木
工
品

コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
沢
山

の
バ
ザ

l
庄
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
〉
り

し
て
出
庄
し
、
福
祉
作
業
所
の

一
周
年

に
花
を
そ
え
ま
し
た
。
作
業
所
の
身
障

者
や
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
も
、
こ
の
節
目

を
機
に
ま
す
ま
す
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と

願

っ
て
い
ま
す
。

し
た
。

ま
た
、
来
年
も
元
気
に
参
加
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

-・・園田・

周
年
祭
。

。E
I調査

本
年
十
月

一
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
同
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
方
を
対
象
と
す
る
国
の

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
統
計
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、

二
十

一
世
紀
に
向
け

た
各
純
の
計
画
や
福
祉
対
策
、
雇
用

対
策
、
住
宅
対
策
、
防
災
対
策
な
ど
、

各
種
の
行
政
を
行
う
た
め
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

皆
般
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

|
総
務
斤
統
計
局
|

山
梨
県

・
昭
和
町

企美濃焼陶器コーナーのにぎわい風景

(水道局よらテレビ番組放映のお知らせノ |

『テレヒ、水道教室』
お茶の聞に居ながらに して・・・荒川ダムと平瀬・ 昭和浄水場

の浄水行程、局の災害対策などがわかる番組です!

ぜひ、ご覧ください。

8月5日(土曜日)午後2時から 2時 30まで山梨放送

CYBSテレビ)で放映します。

第一一一回
『総
合
学
習
講
座
』受
講
生
募
集

教
養
講
座

1
〈
話
し
方
教
室
〉

講

師

山

口

国

光

先

生

(
山
梨
文
化
学
園
名
誉
学
園
長
)

「話
し
べ
た
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト」

の
著
者

で
あ
り
、

山
梨
文
化
学
園
で
話
し
方
教

室
の
講
師
と
し
て
ご
活
躍
の
山
口
先
生

に
よ
る
教
養
講
座
で
す
。
「話
す
の
が
苦

手
」
と
云
う
方
か
ら

「魅
力
的
な
話
し

方、

美
し
い
話
し
方
を
」
と
思
い
の
方

ま
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
全

二
回
の
一
回
目
で
す
。

・
日

時

平
成
七
年
八
月
三
十
日
側

午
後
七
時
三
十
分
1

昭
和
町
中
央
公
民
館

第
二
会
議
室

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

(宮
七
五
|
三
七
三
七
)

場

所

申
込
み

⑤ 広報しようわ平成7.8.1



みなさんから納めていたTごく国保税は、固からの補助金

と合わせて、国保加入者の医療費や老人保健拠出金などに

使われますが、この補助金があっても、医療費が増えれば

増えるほど保険税の負担も増えてしまいます。

保険税は国保制度を運営して L、く上で、とても重要な財

源です。納税通知書が届いたら必ず納期内に納めましょう 。

8月は国民健康保険税の本算定が行われ、税率が決まり

ます。 これによって、別表のような計算方法で各世帯の税

額を決定し、役場から 8月-11月までの納税通知書を発送

いたします。

したがって、 7月まで仮算定により納入していただきま

したが、 8月から納手見客頁が士曽j威することになります。

平
成
六
年
度
の
医
療
費
の
状
況

平
成
六
年
度
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
(
一
般
被
保

険
者
、
退
職
被
保
険
者
等
、
老
人
)
の
診

療
費
は
、
費
用
額
九
億
三
千
四
百
六
十

三
万
七
千
円
で
前
年
度
よ
り
二
百
三
十

七
万
五
千
円
の
増
で
す
。

一
人
当
た
り

の
診
療
費
は
、

二
十
二
万
二
千
五
百
八

十
五
円
で
前
年
度
に
比
べ

一
千
四
百
八

円
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

一
件
当
た
り
の
診
療
費
は
二

万
三
千
六
百
八
十
八
円
で
前
年
度
に
比

べ
一
千
二
十
五
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す。
内
訳
を
み
ま
す
と
、
全
体
で
は
件
数
、

金
額
と
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

個
々
に
み
ま
す
と
、
退
職
が
増
加
し
、

老
人
が
や
や
減
少
と
い
う
状
況
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に
心
が
け
、

医
療
費
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

平成6年度の診療費の状況

( )内は前年度

39，456 (37，723) 

934，637 (932，262) 

222，585 (223，993) 

23，688 (24.713) 

939.65 (906.37) 

受診件数 (件)

費用額(千円)

1人当たり診療費(円)

1件当たり診療費(円)

受診率(%)

国民健康保険税の計算方法

①所得割額 (6年分所得一基礎控除31万円) x税率

②資産害Ij額=7年度固定資産税額(土地・家屋) x税率

③均等害IJ額二被保険者 1人につき均等な金額

④世帯平等割額=世帯当たり均等な金額

⑤年税額(最高限度額52万円) =①+②+③+④ 

8 月 ~3 月の納税額=⑤- (4 月 ~7 月〕

だ
い
じ
よ
う
ぶ
?
あ
な
た
の
年
金

l
だ
れ
も
が
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

l

広報しようわ平成7.8.1⑥

国
民
年
金
の
保
険
料
を
未
納
に
し
て

い
る
人
で
、
納
め
ら
れ
る
状
態
に
あ
り

な
が
ら
納
め
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
人

に
は
、
市
町
村
役
場
及
び
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
催
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
催
告
を
何
度
受
け
て
も
納
め
な

い
人
は
、
最
終
的
に
財
産
の
差
し
押
え

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
基
礎
年
金
に
必
要
な

費
用
を
保
険
料
納
付
と
い
う
形
で
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
国
民

が
公
平
に
負
担
し
合
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

単
に
将
来
の
自
分
の
年
金
に
影
響
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
広
く
公
的
年
金
全
体

の
運
営
に
も
か
か
わ
る
問
題
と
な
り
ま

す。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
自
分
の
た

め
、
み
ん
な
の
た
め
の
大
切
な
義
務
と

し
て
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
老
後
の
暮
ら
し
の
設
計
と

し
て
も
、
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ

、つノ。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
方
法

に
次
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

協
力
組
織
に
加
入

お
住
ま
い
の
地
区
の
婦
人
会
や
納
税

組
織
な
ど
の
国
民
年
金
協
力
組
織
に
加

入
し
て
納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

毎
月
各
地
区
の
役
員
さ
ん
に
保
険
料

を
預
か
っ
て
い
た
だ
く
の
で
、
納
め
に

行
く
手
間
が
は
ぶ
け
、
忘
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る

仕
事
で
留
守
が
ち
な
人
や
忙
し
い
人

に
は
、
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
毎
月
、
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘

れ
が
な
く
、
確
実
な
方
法
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
岱
七
五
l

一
一
一
一
一

内
線
二

一
八
)



く税務の窓口〉

前納報奨金改.iEのお知らせふ
~~~~~~~~~~~~~~~~~錫 {伊爪リ

一 一ヌ一辺L渉ヲン

一
、
交
付
対
象
の
期
別
税
額
の
上
限
を

二
万
円

と
す
る
。

二
、
前
納
交
付
率

0.5 

100 

-
・
平
成
八
年
度
か
ら
便
郵
局
も
御
利
用
に
な
れ
ま
す
.

.

 

と
す
る
。

町
で
は
、
納
税
者
の
利
便
を
図

(
改
正
な
し
)

る
た
め

口
座
振
替
制
度
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

(
注
)
現
在
、
一
括
納
入
(
全
納
)
を
口
座
振

替
で
申
し
込
ま
れ
て
い
る
納
税
者
の
う

ち
期
別
に
変
更
さ
れ
た
い
方
は

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
税

金
な
ど
の
納
付
手
続
き
が
簡
単
に

八
月
十
日
j
十
月
十
一
日

な
り
ま
す
の
で
、
便
利
で
確
実
な

ま
で
に
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

預
金
口
座
か
ら
の
振
替
納
付
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

算定のあらまし-
i 報奨金の最高額は、納期の第2期目の2万円を限度 i 

とし、 l 

j 固定資産税が

1，500円(前期分 1，200円(後期分) ! 
町県民税が

1，200円(前期分 900円(後期分

報奨金の最高額の計算式)

........k>.. ~ "" O. 5 ~J. L".~ _.~. ^ 
第 2期目税額 XJiIJ納月数×ー:::-::-=I'lIJ納報奨金100 ......... - - - ~ 

(10円未満切捨て)

(悶定資産税)

5/ 1 -5/16 (前期) 20，000円x15 x 0.5/100 = 1，500円

5/17-5/31 (後期) 20，000円X12XO.5/100ニ 1，200Pi

町県民税)

7/1 -7/16 (前期) 20，000円x12 x 0.5/100 = 1，200円 ! 
7/17-7/31(後期) 20，000円x 9xO.5/100= 900円

(注) 1 各納期の第 2期自の税額が 2万円を超え

; る場合は、 2万円を限度とし、その越え

る部分については、交付対象外とする。 : 

2 第 1期目に全期前納(一括納入)した場

合のみ交付する。 j 

3 100円未満の報奨金は切り捨てとする。!

申
し
込
み
方
法

-
口
座
振
替
依
頼
書
(
役
場
・
郵
便
局
・

各
金
融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
)
に

よ
り
金
融
機
関
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

-
持
参
す
る
も
の

預
金
通
帳
・
通
帳
届
出
の
印
鑑
・
納
入

通
知
書

利
用
で
き
る
税
目
な
ど

-
町
県
民
税
(
普
通
徴
収
分
)

・
固
定
資
産
税

-
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
国
民
年
金
保
険
料

ご
利
用
で
き
る
金
融
機
関

-
山
梨
中
央
銀
行

.
中
巨
摩
東
部
農
業
協
同
組
合
昭
和
支

所
、
西
条
支
所
、
常
永
支
所

・
甲
府
商
工
信
用
金
庫

-
巨
摩
信
用
組
合

・
甲
府
信
用
金
庫

.
東
京
相
和
銀
行

.
第

一
勧
業
銀
行

.
さ
く
ら
銀
行

-
富
士
銀
行

.
郵
便
局

ご
利
用
で
き
る
預
金

-
普
通
預
金
(
総
合
口
座
)

.
当
座
預
金

振
替
日

-
各
納
期
の
最
終
日
に
振
替
し
ま
す

0

.
全
期
前
納
分
は
前
期
納
入
期
日
(
そ

の
日
が
休
業
の
場
合
は
、
そ
の
前
営
業

日
)
で
す
。

振
替
の
開
始

-
申
込
月
(
二
十
日
締
め
)
の
二
ヶ
月

以
後
の
納
付
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

お
間
合
わ
せ

役
場
(
包
七
五
l

一一一

一
一
)

・
税
務
課
(
内
線

m
-
m
)

町
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

-
町
民
窓
口
課
(
内
線

m
-
m
)

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

⑦広報しようわ平成7.8.1
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設
置

V
週
二
回
相
談
窓
口
を
開
設
企

学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
、
河
東
中
島
の
鷹
野
敏
夫
氏
が
任
命
さ
れ
、
教
育
に
か
か
わ
る
悩
み
を
持
つ
児

童
・
生
徒
・
保
護
者
が
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
相
談
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

母子⑭
匂目

鷹野敏夫 氏

-
相
談
日
時
・
場
所

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

昭
和
町
中
央
公
民
館
二
階

相

談

室

・
相
談
方
法

電
話
・
手
紙
・
直
接
来
館
の
い
ず
れ

夏休みの思い出に、親子そろっておこしください。

午後3時---8日寺

町立図書館北側駐車場

チャレンジランキング大会

ドラゴンボールZショー

花火大会、さかなつかみ、やきそば、

おでんなどの各種出腐など

町教育委員会

(ft75-3737)まで

8月6日(日)

-お問合せ

-日時

-場所

-内容

の
方
法
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
室
岱
七
五
六
九
五
一

週
二
回
の
開
設
日
以
外
で
も
、
留

守
番
電
話
で
対
応
し
ま
す
。

第2回NTT山梨ネットワークセンタ杯
昭和町ママさんバレーボール大会

。紙漉阿原優勝。

6月18日(日)町内12地区のママさんノ〈レーボールチームに

よる第 2回NTT山梨ネットワークセンタ杯が開催されま

した。

当日は白熱した試合が多いなかで、決勝戦は前回と同じ

「河西 紙漉阿原」の対戦となり、雪辱に燃える紙漉阿原

が初優勝の栄冠を子中に収めました。

また、主催者の選考による敢闘賞には、公式戦初勝利を

果たし、優勝した紙漉阿原チームにやぶれはしたものの、

選手のハツラ、月としたフレーが印象的だった清水新居チ

ムに贈られました。

なお、結果は次のとおりです。

優勝紙漉阿原

準 優 勝 河 西 る

第三位 河東中島、築地新居

広報しようわ平成7.8.1⑧



み
ん
な
で
い
こ
う
よ
H

ーーー第3回じどうかんまつりーーー

「チャレランに挑戦」
8月30日(水)

午後 1 時~3 時30分

0場所町総合会館・軽運動室

0内容 「紙ちぎりのばしJr紙飛行機飛

ばしJrビー玉つかみ」この他にもおもし

ろいチャレランコ ーナーやノ〈タ一作り体

験・わた菓子作り体験コーナーを予定し

ています。

※スタッフ募集

今回の「じどうかんまつり 」を手伝って

くれる方(小学校 5年生以上18歳未満)

を募集しています。楽しい 「じどうかん

まつり 」にしたいと思います。お手伝い

いただける方は 8月11日(金)までに押

原、西条、常永の各児童館にご連絡くだ

さい

O日日寺

ーーー遊びに来ませんか/1--

児童館ヘ
今年度から、週二回、午前中児童館を

開館します。親子の遊び場として、また

子育ての情報交換の場として…。誰でも

自由に遊べます。遊ぴに来ませんか。

本
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た

「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」
は
、
五
千
五
百
人

以
上
の
尊
い
人
命
を
失
う
戦
後
最
大
の

地
震
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
二
十
七
日
に
は
サ
ハ
リ

ン
州
北
部
に
大
規
模
な
直
下
型
地
震
が

発
生
し
、
一
つ
の
町
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
る
な
ど
、
地
震
に
よ
る
災
害
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。

本
県
も
東
海
地
震
や
南
関
東
直
下
型

地
震
な
ど
の
発
生
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
災
害
を
私
た
ち

は
常
に
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
地

震
災
害
か
ら
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

日
頃
か
ら
の
訓
練
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
す
。

今
年
も
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五
日

ま
で

「
防
災
週
間
」
が
設
け
ら
れ
、
九

月
一
日
の

「
防
災
の
日
」
を
中
心
に
防

災
訓
練
が
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、
各
市
町
村
や
自
主

防
災
組
織
が
中
心
と
な
り
、
情
報
の
受

伝
達
、
避
難
、
初
期
消
火
な
ど
の
訓
練

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
訓

練
に
参
加
し
、

「自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
L

と
い
う
原
則
に
立
ち
、

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
か
し

っ
か
り
確
認
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

開館曜日 毎週火・木曜日

開館時間午前10時~12時

お問合せは各館、もしくは役場健康福祉

課まで (ft75-2111)

押原児童館

西条児童館

常永児童館

ft75-6462 

ft75-9616 

ft75-0358 

支

通

安

全

運

動

ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

交
通
安
全
運
動
を
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
と
す
る

た
め
、
広
報
に
使
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

O
募
集
期
間
平
成
七
年
八
月

一
日
か
ら
平
成

七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

。
応
募
資
格
山
梨
県
内
に
在
住
及
ぴ
在
勤
(
在

学
)
の
方
。

O
応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き

一
作

品
と
し
、
住
所
/
氏
名
/
年
齢
/
職
業
(
学

校、

学
年
)
/
性
別
/
電
話
番
号
/
作
品
に
関

し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

O
応
募
作
品
の
送
り
先
及
び
問
い
合
せ
先

干
四0
0

甲
府
市
丸
の
内
一
1

六
|
一

山
梨
県
企
画
県
民
局
交
通
安
全
対
策
室
内

山
梨
県
交
通
対
策
推
進
協
議
会
事
務
局

「交

通
安
全
運
動
ス
ロ

ー
ガ
ン
係
」

宮
二
三
l

二二
五
一
二
(
直
通
)

宮
三
七
l

一
一
一
一

(
代
表
)
内
線
一五六一

1
四

F
A
X

二
三
1

二
二
五
四

でぐがトの視でさ もイン幅一六合てきのががっプ|ル歩
はら確ル服力は、目少ットで歩十、い、歩歩あてまンフ数
、い認ぐの""広測なチで覚でセ普るお |幅 測 る い で 上 中 で

相のでらそ三 宮さとくこすえなン通のおをでとるので継距
子距きい M 爪 土 を は な イ 。 て く チにでよ測す思光距ボで離
の離れ、分り三 j則、り L --.お、ぐ歩すそっ。い景離 | 、を 目役せ困のの

ミ人 i~IJ イ ー目で ば 子 カ る目まと く ー らい。のて事まををルゴ測歩測にんつ測に野
がす、をるてっこ分す数ノの歩いて男目覚前す見歩かルる測で立かたる、外

当て旦。、チ
は。四振の理 と里 え が分で 歩性安え「 。た い ら フ こ と す っ J こ道メでみ向 、 二 、 ー 」

つ近百つはく てて れ ホのす炉の「て自てカアとは 。の」と具ジ距ま イ 。 回」 } 」」
きいメて五「 す長 は、イ歩 は 場 し あ 分 れ と 測 ツ | で 、 ・が七はがヤ 離」し
りと|い百い 。き 、 ¥ /がす歩 歩吉あな lを

よ ー\\\ ..~. -.. .- ..~~~.......- ~ 
とこトるメるうこ竺 誤 \\体を切さし!こ、物繊I~ グ。い 測きりくな測
見ろルの |人 。こ品差 刊よミ コア リゴてや、まてどる

つ方に 野外で試そう歩測や目測 陽がても角 ルらがえ
て法当 のお、のを野ぐい点れ
みでた 光お木で知外ら、にば
ま 、 り 短 文 し 腕を かけをすのに広をむのするでい顔見五
せ野ま針字、時 知腕りれ調 。木くげ求ね葉。方道のがえ十
ん外すと盤太計る時まばべさ々いるめ南や木法に距見るメ
かで 。のの陽をこ計す南、らを場かてで枝々も迷離えな l
。距こ中十に地 と を 。 と 年 只 見 合 ら 木 す の の 覚 つ で れ らト

警:票52面冬空 V勢木て qZZ ;安寺 22て空77
方た南のをとき て こ聞の判遠。葉れが具おき 百 | ら
角 身 の 方 向 水ま、 と隔切断く分やは濃合きに メトい
を近方向け平す方 ががりしのか枚、いをた、 lル
測な角と、に。角 分広株ま山りを太側見い方 ト ぐ目
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女ストレス馴らし

山梨医科大学助教授

精神神経科ネ盲:畢

数
年
前
、
こ
の
欄
で
、
。
首
か
ら
上
の

医
学
。
|
「精
神
の
健
康
」
に

つ
い
て
書

い
た
と
き
は
バ
ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
て

世
の
中
て
ん
や
わ
ん
や
の
真
最
中
で
し

た
。
こ
の
度
も
、
皆
さ
ん
周
知
の
よ
う

に
、
現
在
進
行
中
の
、
あ
る
宗
教
団
体

に
係
わ
る
想
像
を
絶
す
る
事
件
の
疑
惑

な
ど
で
世
の
中
が
騒
然
と
し
て
い
る
時

期
に
、
ま
た
こ
の
欄
に
書
く
羽
目
に
な

り
ま
し
た
。
日
常
生
活
に
係
わ
る
持
続

的
な
ス
ト
レ
ス
に
加
え
て
、
こ
の
と
こ

ろ
時
々
起
草
」
る
社
会
的
大
事
件
に
対
す

る
シ
ョ
ッ
ク
と
で
私
た
ち
の
心
は
激
し

く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
対
処
し
て
行
く

に
は
「
心
の
自
衛
」
を
す
る
以
外
に
い

い
手
だ
て
は
な
い
よ
う
で
す
。
周
り
を

責
め
た
り
恨
ん
で
み
た
と
こ
'
ろ
で
何
の

役
に
も
立
た
ず
、
反
対
に
そ
う
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
か
え

っ
て
ス
ト
レ
ス
は

ど
ん
ど
ん
溜
っ
て
行
く
ば
か
り
で
す
。

ス
ト
レ
ス
が
全
く
無
い
と
人
聞
は
ま
ず

生
物
と
し
て
成
り
立
っ
て
行
か
な
い
し
、

余
り
に
も
強
す
ぎ
る
と
人
間
と
し
て
成

り
立

っ
て
行
か
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

で
は
大
変
困

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
と
適
当
に
つ
き
合
っ
て
い
く
|
こ

の
辺
の
か
ね
あ
い
は
と
て
も
難
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
「
ス
ト
レ
ス

対
処
法
」
の
名
の
も
と
に
数
多
く
の
本

が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
読
め
ば
読

む
ほ
ど
専
門
家
(
?
)
の
私
で
さ
え
も
ま

す
ま
す
迷
い
、
過
剰
ス
ト
レ
ス
状
態
に

陥

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
じ
ゃ
あ
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
?
欲
求
不
満
が
ス
ト

レ
ス
を
引
き
起
こ
す
悪
玉
と
す
れ
ば
、

「
必
要
」
と
「
欲
望
」
と
を
キ
チ
ン
と

区
別
す
る
こ
と
に
ス
ト
レ
ス
と
の
付
き

合
い
の
基
本
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
「
必
要
は
限
ら
れ
て
い
る
が

欲
望
は
無
限
で
あ
る
」
|
無
限
で
あ
る

も
の
を
す
べ
て
得
ょ
う
と
し
て
も
そ
れ

は
到
底
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く

こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
「
欲
望
」
を
「
必
要
」
と
勘
違

い
し
な
い
こ
と
こ
そ
ス
ト
レ
ス
を
飼
い

馴
ら
し
て
い
く
鍵
で
は
な
い
か
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。
終
わ
り
に
、
か
の

偉
大
な
ゲ

l
テ
先
生
の
言
葉
を

一
つ
「生

活
は
、
す
べ
て
次
の
二
つ
の
こ
と
か
ら

成
り
立
っ

て
い
る
。。
し
た
い
け
ど
出
来

な
い
。
出
来
る
け
ど
し
た
く
な
い
。
J
こ

の
二
つ
を
旨
く
操
っ
て
行
く
こ
と
が
結

局
、
ス
ト
レ
ス
を
手
な
づ
け
る
秘
訣
な

の
で
し
ょ
う
か
。

(
企
画
財
団
法
人

等

里
仁
会
)

⑩
 

n
む

守
/

固
因
困
園
出

(
六
月
一
日
j
六
月
三
十
日
受
伺
・
叡
柿
略
)

よ!
)
 

女
お
誕
生
女

健
や
か
な
ご
成
長
を

地

区

氏

名

(

保

護

者

)

押

越

山

本

大

希
(
浩
司
)

西

条

二

区

水

上

清

香

(

克

美

)

西

条

新

後

中

山

敬

雄

(

良

二

築

地

新

居

矢
崎

悠

輝

(

星
二
)

上
河
東
ニ
区
加
勢
奈
津
希
(
正
晴
)

西

条

ニ

区

原
き
っ
き
(
謙
司
)

西

条

新

山

一
瀬

健
斗
(
信

一
)

清

水

新

居

千

野

希

帆

子
(
嘉
英
)

築

地

新

居

深

津

優

花

(

金

一
)

西

条

ニ

区

徳

永

壮

一
郎

(

貴
元
)

紙

漉

阿

原

山

宮

あ

か

里

(

淳

)

西

条

新

山

高
山

荊

菜

(

茂

)

築

地

新

居

清

水

菜

央

(

仁

)

・
ご
結
婚
・

末
長
く
お
幸
せ
に

地

区

氏

名

上

河

東

マ
小

沢

広

之

・

中

沢

江

美

押

越マ
橋

本

特

秀

・

田

中

な

お

み

西

条

二

区

マ
望

月

聖

・

功

万

淑

江

上
河
東
ニ
区

マ
下

村

直

樹

・

三

浦

靖

子

清

水

新

居

マ
朝

川

喬

・

石

川

真

弓

押

越マ
浅

川

武

人

・

丸

茂

直

子

西

条

ニ

区

マ
功

万

敏

幸

・
尾
曲
加

奈
子

河

西マ
保

坂

浩

・

志

村

美

紀

紙

漉

阿

原

マ
菅

沼

高

志

・

猪

瀬

雅

子

・
お
悔
み

A'ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

地

区

氏

名

(

届

出

人

)

清

水

新

居

長
田

博

子

(

肇

)

西

条

ニ

区

古

屋

達

夫

(
純
子
)
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おいしそー//4Z
しめじ・・・・・・・..........・1パック

とろけるチーズ…・・・4枚

〈楽しいクッキンク〉必11:.
J 4髪妥当ぐ;まあ、

かじきまぐろ・・・・・・4切

玉ねぎ...........・・・・中・1

く作り方〉

(1 )かじきまぐろに塩、こしようをして10分程おく。

(2)玉ねぎを薄切りにし、しめじを小さくさいて、バターでい

だめ、コショウ・しよう油・化学調味料で昧つけをする。

(3)フライパンに油をしき、かじきまぐろの両面を焼き、こげ

めがついたら、かじきまぐろの上に、先にいためておいた

(2)をのせる。その上にチーズをのせ、ふたをしてチース、が

とろけたら出来あがりです。

体)もりつけは、ソースを皿に穀きその上にまぐろをもりつける。

(ソースの作り万)

マヨネ一一ズ)

ケチャップ}昧をみながら調節して下さい。

レモン汁l

ゴマ(少々)

こしよう(少々)

※サラ夕、のドレッシングに

使ってもよいです。

食生活改善推進員

藤森清美さん(西条二区)

-木
の
芽
崩
ゆ
雨
乞
池
と
言
ふ
ほ
と
り

も
う
跳
べ
ぬ
葉
桜
映
る
水
た
ま
り

病
人
に
梅
花
う
つ
ぎ
の
よ
く
匂
ふ

バ
イ
パ
ス
の
灯
に
疲
れ
つ
つ
代
田
更
く

黒
百
合
や
北
を
旅
し
て
逝
き
し
人

東
司
へ
と
廊
輝
き
て
青
簾

花
い
ば
ら
鍵
も
か
け
ず
に
外
出
す

一
つ
だ
け
な
り
し
雷
に
田
植
す
む

十
四
年
つ
づ
き
し
恋
や
星
ま
つ
り

梅
雨
寒
や
ほ
う
と
う
耳
呆
よ
り
厚
く

羽
衣
て
ふ
花
び
ら
舞
い
て
花
菖
蒲

読
め

つ
ま
づ
き
や
す
き
老
農
婦

会
席
に
俳
句
も
添
、
え
て
鮎
の
宿

穫
を
背
に
は
ず
み
て
峡
は
明
易
し

木
戸
な
る
は
風
か
人
か
や
木
下
関

紫
陽
花
の
大
輪

一
枝
だ
け
を
活
け

鉄
泉
の
這
蔓
知
恵
の
輪
の
如
し

地
蔵
の
ご
と
湯
に
う
た
る
婆
半
夏
至

蜘
妹
の
糸
大
き
く
張
ら
れ
宿
庇

一
瞬
に
坂
登
り
た
る
附
賜
か
な

初
夏
の
月
学
生
徒
歩
で
急
ぎ
を
り

梅
雨
晴
れ
の
植
木
手
入
れ
の
花
淡
し

春
光
や
学
ぴ
に
持
た
す
布
団
干
し

花
は
葉
に
老
い
の
達
者
に
農
忙
は
し

井
上
ま
さ
江

伊
藤

目幾
部

河
田

長
田
そ
の
子

輿
石
き
だ
代

高
野

薬
袋

小
沢
百
合
子

雨
宮

塩
田

中
沢

-
6D 《ダ

リ

ア
》 合
月
の
花
木

花
言
葉

l
優
美
・
華
麗
・
移
り
気

春
江

，

λ
寸
勺

ダ
リ
ア
の
種
類
は
三
万
種
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、

日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
十
九
世
紀
前
半
で
、
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
で
し
た
。

ダ
リ
ア
の
品
種
に
は
、

久
平支

子
笹
の
よ
う
に
丸
く
咲
く

ボ
ン
ボ
ン
咲
き
、

一
重
で

い
ち
ば
ん
元
の
種
類
に
近

い
シ
ン
グ
ル
咲
き
、
サ
ボ

テ
ン
の
花
に
似
た
よ
う
な

カ
ク
タ
ス
咲
き
、
絢
細
川
豪

華
な
八
重
咲
き
の
デ
コ
ラ

テ
ィ
ブ
咲
き
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

中
間
に
位
置
す
る
品
種
も

数
多
く
あ
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
ダ
リ
ア
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を

持
っ
て
い
る
の
で
す
。

花
言
葉
の
〈
優
美
〉〈
華
麗
〉
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
花

の
美
し
さ
に
由
来
し
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

与
女子
子

花
枝

礼
孝

⑪広報 しようわ平成7.8.1

麻
子

静
代



。@ ~ 。
甲
府
都
市
計
画
の
決
定
(
変
更
)

甲
府
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
、
今

回
線
引
き
及
ぴ
用
途
地
域
の
見
直
し
を

行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
都
市
計

画
法
第
十
八
条
第

一
項
及
ぴ
同
法
第
二

十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
決
定
(
変
更
)
を

行

い
ま
す
。

O
都
市
計
画
の
種
類

・
甲
府
都
市
計
画
市
街
化
区
域
及
ぴ

市
街
化
調
整
区
域
の
変
更

-
甲
府
都
市
計
画
用
途
地
域
の
決
定

O
決
定
時
期

平
成
七
年
九
月
ご
ろ
告
示
す
る
予

定
で
す
。
都
市
計
画
は
、

告
示
の
あ

っ
た

日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
じ
ま

す
。

-Rお
問
合
せ
先

.~9副.Æ:æ~-'

甲府地区消防職採用試験
採用予定人数若干名

2 受験資格

(1)学歴要件

学 歴 年 齢

高等学校 昭和49年 4月 2日以降に生れた男子

短期大学
昭和47年 4月 2日以降に生れた男子

専修学校

大 A子iん 昭和46年 4月2日以降に生れた男子

県
土
木
部
都
市
計
画
課

(合
三
七

l
一
一
一
一

)

役
場
都
市
計
画
課

(
宮
七
五
i

一一

一
一

内
線

区
画
整
理
事
業
巳
よ
る

街
づ
く
り

保
留
地
公
売
中

昭
和
町
河
西
字
村
西
地
内

単
価
坪
三
十
五
万
円
よ
り

。
お
問
い
合
せ
、
案
内
書

の
請
求
は
組

合
事
務
所
へ

昭
和
町
田
富
町
鍛
冶
新
居

土
地
区
画
整
理
組
合

岱
七
三
l

八

O
七
三

心
身
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
(
平
成
七
年
度
前
期
分
)
の
請
求

を
受
付
け
ま
す
。

-
対
象
者
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳

一
級・

二
級
、
戦
傷

病
者
手
帳
特
別
・
第
一
・
第
二
項
症
、

療
育
子
帳
A
に
該
当
す
る
人
。

午高十時層 五九月a 金午両首 九目月 官午車寺 竺九 xfJ寸zι z 

午後 (刈 干う〉 (月)
4fsz 品H日寺

時
HlE寺I 

時

一1I債一 主孟
聖子

調輩既

日生氏毒円主

Y

イ扉
相

産
喧

H

企

ヨ

議の陣喧

E

館

事

芸
民

町 ~ミ

暢ちの隣)ETをE 睦町4討τr 仁
士参

ド主T

-
持
参
す
る
も
の
な
ど
詳
し
く
は
、
峡
中
福

祉
事
務
所
(
包
一

二一
了
三
六

一
七
)
ま
で

(2)住所要件

平成 7年 7月 1日以前から引き続き甲府市、竜

王町、敷島町、 玉穂町、昭和町及ぴ田富町(以下

「組織市町」という 。)に住所を有し、かつ、住民

基本台帳に記載されてい3方。

ただし、就学のため、現に組織市町に住所を有

していない方でも家族等が平成 7年 7月 1日以前

から引き続き組織市町に住所を有し、かつ、住民

基本台帳に記載されている場合は資格を有します。

(3)その他身体要件もあります。

3 試験日 平成 7年 9月17日(日)

4 場所山梨英和 短 期 大学

5 試験要綱及び受験申込書

7月24日(月)以降甲府地区消防本部人事課にお

いてお受取り下さい。

6 受験申込み受付期間

8月1日(火)-8月23日(水)

(午前 9時から午後 4時30分まで。土・日曜日は

除く)

7 詳細についてお問合せ先

甲府地区広域行政事務組合消防本部

人事課人事係

山梨県甲府市伊勢三丁目 8番23号
ft22-1l90 (内線231)

傷
病
賜
金
(
目
症
)
の
支
給
要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

恩
給
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年
七
月

一
日

か
ら
傷
病
賜
金
(
自
症
)
の
支
給
要
件
が
緩

和
さ
れ
、
下
士
官
以
下
の
旧
軍
人
で
、
公
務

に
よ
り
受
傷
し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
第

一

目
症
又
は
第
二
目
症
で
あ
る
方
に
、
傷
病
賜

金

(
一
時
金
)
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
支
給
額
は
、

第

一
白
症
四
万
八
千

円、

第
二
日
症
三
万
二
千
円
で
す
。

な
お
、
過
去
に
傷
病
思
給
や
傷
病
賜
金
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

(
請
求
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
)

山
梨
県
厚
生
部
長
寿
社
会
諜
恩
給
担
当

怨
三
七
l

一
一
一

一

(
嶋
)
問
・
凶

総
務
庁
恩
給
局
第

一
課

8
0
三
!
五
二
七
三
i

一
三
一
二

O

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

家
族
キ
ャ
ン
プ
や
少
人
数
の
集
ま
り
の

と
き
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
を
研
修

す
る
会
で
す
。
用
具
を
使
わ
な
い
で
出
来
る

簡
単
な
ゲ
l
ム
。
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
楽

し
め
る
い
ろ
ん
な
ゲ

i
ム
や
遊
ぴ
を
み
ん

な
で
出
し
あ

っ
て
研
修
し
て
い
き
ま
す
。
何

も
知
ら
な
く
て
も
も
ち
ろ
ん
参
加
出
来
ま

す
。
希
望
が
あ
れ
ば
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

も
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
、
月
二
回
程
度
〔
発
足
後
会
員
の

話
し
合
い
で
相
談
し
て
決
め
ま
す
。
〕

場
所
は
未
定
で
す
。

時
間
は
、
午
後
七
時
三
十
分
j

八
時
三
十

分
ま
で
(
午
後
九
時
ま
で
の
場
合
あ
り
)

年
令
制
限
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

た
か
のり

連
絡
は
、
宮
七
五
l
コ
二

O
五
(
塩
田
尭
憲

さ
ん
ま
で
)

得ろ
にtRm
~'~; ~想

広報しようわ平成7.8.1⑫

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 5

月介の医療費は、約3，078万円3千
円です。(前年同月比ム8.5%の減)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつし

み、医療費を大切

にイ吏いましょう 。

@月は

電気使用安全月間
です。
一一べ}

92T関東電気保安協会

ヒはよ※. . -HFOE l 

モ必に収集車カて 場 日

で麻ず袋など いして所 時 な

かっ だく るく 総合会館前 午十時五前八 J 二c三h りさ 月

封を手の丈語い。でま 四日 収天猫集左日つしまは (到
てた 十・
く 、 分十
だに猫飼主も 五時iー 1八

さ入のい 日

いれ場βロ、つ 五 (針
。てし分 l 

「

」

に

=

故

数

ず

=

事

れ
通

件

て

忘

扮

限
生
叶
一
三
び

町

発

を

ト

=

仁
気
W

一一



C保健だより5
乳 児健康診査 3 種混合予防接種

実施日 該 当 児 受付時間 日時 8月29日(火)午後オ時-----2時15分
場 所総合会館保健センター

平成ア年4月生まれ 午後オ時-----1時15分 対象児 O平成6年2月~平成6年竹月生まれ

8月8日 持ち物 母子手帳・予診票

(火)
平成ア年4月生まれ 午後T時30分-----2時 日 時 8月31日(木)午後T時-----2時15分

場 所総合会館保健センター

対象児 O平成5年6月~平成6年4月生まれ

実施日 該 当 v回し 受付時間 O昨年の8月まで!こ4期初回3回を終了したお子

さん
平成6年ア月生まれ 午後4時-----1時15分 持ち物 母子手帳・予診票

8月9日
(水) その他 O平成 5年 5月以前の出生で対象年齢内(生後90

平成6年10月生まれ 午後q時30分-----2時 月以内)で接種を希望されるお子さんは、事前

に連絡してください。

場所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル 司金W公4E〉2血M畠曇吾冒ヲ会

乳児整形外科検診 明 結果報告会の日程
実施日 8月30日(水) 午前の部 午後の部

受付時間午後1時-----1時15分 月日 9時-----9時半受付 4 時~1 時半受付会場
場 所総合会館

該当児 平成 7年 4月~平成 7年 5月生まれのお子さん 8月21BC月) 嬰精検の方 要精模の方

持ち物 母子手帳 ・筆記用具 22臼(火) 要精検の万 要精倹の万 昭
*神経芽細胞腫検査の説明と検査セッ トの配布… 4月生まれ 和

*予防接種の説明と予診票・パンフレット等の配布…5月生まれ 23日(水) 築地新居 押 越 町

T歳 6か月児健康診査 地(木)主河員二E 雪 Z3 
4z2x 恥

実施日 8月4日(金 111 25日(金) 河東中島 清水新居
受付時間午後T時-----1時30分 西条新田館

場 所総 合 会 館 28日(月) 紙 漉 阿 原 西条二区

該当児平成 5年12月~平成 6年 1月生まれのお子さん 西条一区

及ぴ前回未受診のお子さん ・健診の時に使用した健診バックをお持ちください。

持ち物 母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票 ・都合の悪い方は、一般健康相談をご利用ください。

5 歳児健康診査 9月4日(月)

一脳同一 11日(月) 時間午前9時"'11時30分

実施日 8月3日(木 11 19日(火)場所総合会館保健センター

受イ寸時間 午後オ時~オ時30分 27日(水)

場 所 総 合 会 館 ・本人が都合の悪い場合は、家族の方の代理でも構いません。
該当児 平成 2年 5月~平成 2年 7月生まれのお子さん

及ぴ前回未受診のお子さん

持ち物 母子子帳 5歳児健康質問票尿検査セソ ト 蝉 J醐ハ 脇 ビ ー) ~ 教 室

因子手帳受付及び一般健康相談 対 象 者 町 内 に 住 む 身 体に障害をお持ちの方

同 一 … … …… 醐明耐輔 明白 一品 訓練会場町総合会館機能訓練室

場日 時所 総8合月会7館日(月)・ 18日(金〕 午前9時-----11時30分 訓練日程 8会月場2日まで(水車)で・1の6送日迎(水を)い-3た0日し(ま水す)) 

※母子手帳の交付を希望される方は、 印鑑をお持ち下さい。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、 ・保健・健康に関するお問合せは
栄養指導などを行います。 役場健康福祉課保健指導係

※予防接種についてのご相談も受け付けています。 ft75-2111 内線252・253までどうぞ

⑬広報しようわ 平成7.8.1
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学校カウンセラー|飼えなくなった
相談日(中央公民|犬・描の収集日
館午前 9時-) 1 l.6歳児健診
5歳児健診 1 (総合会館)
(総合会館)

平成 7年(1995年)

初級「中国語教室」③|行政相談(総合会
(中央公民館午後|館午後 111寺一)
7時30分-) 心配ごと相談(総
クラブ対抗野球大会 |合会館午後 1時
開会式 1-) 

リハビリ 教室
(総合会館)
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図書館 ・温水プー行政相談(総合会|読み聞かせとお話 |飼えなくなった
ル休館日 館午後 1時-)の会(町立図書断|犬・描の収集日
学校カウンセラ -1 心配ごと相談(総 1午前10時30分-) 1舟子手11長交付及び

相 談日(中央公民合会館午後 111寺 |学校カウンセラー|一般健康相談(総
館午前 9U寺-) 1-) 相談日(中央公民 |合会館)

リハビリ教室 |館午前 911寺一青少年・教職員海
(総合会館外派遣 (-28FI) 
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不燃物の特別収集
IIlJでは次のとおり不燃物の特別収集

を行います。詳しい内容につきましては、
別途配布される回!誌をご覧ください。

砂全地区… 8月23日(水)

午前 6時~午前8時
※通常、不燃物・組大コJミの収集時lこ出
せない物(カ。スボンベ・タイヤ・阪など)

※お出しになる物には必ず指定の荷札を
つけてください。

先
勝

図書館休館日
3種混合予防接種②
(総合会館)

学校カウンセラー
相談日(中央公民
館午前 引l寺-)
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結果報告会

※収集日が悦 1:3の場合は収集業務はいた しま

せんので次間の収集日をご利則くださしミ。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。

黒い ビニール袋などでは出さないでくださし」

※収集袋、荷札には必ず氏名、電話番号を記入

してください。荷札は粗大ゴミに使用 して
くだ、さし、。

※収集日の当 H午前 g時30分 までに出してく

fごさし、。

※燃える物、燃えない物の分月IJはしっかりお

こなってくアごさい。

※組大コ。ミを早く処理したい方は、役場環境衛生

課へご相談くださしミo ft75-2111 (内線226)

西 西 清 西|押河紙築飯河上主
条条水条 | 東 j鹿地 河l - 河東一二新新 | 中阿耕 一
区 区 居 田|越島原居喰西東区

毎週火・金曜日 | 毎週月・木曜日

?巴.4日 .8日・11日 13日.7日・10日・14日・17日

何回・18日・22日・25日・29日 1 2↑日・24日・28日.31日

第2水曜日第4水曜日 |第1水曜日第3水曜日

9日 .23日 2日・ 16日

区

燃
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る
物

セ
ト
モ
ノ
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ラ
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I也

広報しようわ平成7.8.1⑬

23白(第4水曜日)


